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Lesson 15.関連性の測定

§B. オッズ比

オッズ Odds

• オッズとは、ある事象が起こりそうにない確
率に対する、その事象が起こりそうな確率
の比

• ある事象が起こる確率を P とすると、その
事象が起こりそうにない確率は (1－P)

P
P
−

=
1

オッズ

オッズと確率

オッズ

• 分子＋分母＝100%
• 分子は分母に含まれない。

確率

• 分母＝100%
• 分子は分母に含まれる。
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オッズ比

• オッズ比 Odds Ratio（OR）
ある条件である事象が起こるオッズと、そ
の条件がない場合にその事象が起こる
オッズとの比

コゥホート研究のオッズ比

dc曝露なし

ba曝露あり

疾患なし疾患あり

ba
a
+

=者の確率曝露して疾患発生した

dc
c
+

=者の確率曝露なく疾患発生した

コゥホート研究のオッズ比（続き）

dc曝露なし

ba曝露あり

疾患なし疾患あり

b
a

=者のオッズ曝露して疾患発生した

d
c

=者のオッズ曝露なく疾患発生した
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コゥホート研究のオッズ比（続き）

dc曝露なし

ba曝露あり

疾患なし疾患あり

者のオッズ曝露なく疾患発生した

者のオッズ曝露して疾患発生した
）オッズ比（ =OR

bc
ad

d
c

b
a

==

患者対照研究のオッズ比

dc曝露の既往なし

ba曝露の既往あり

対照

（疾患なし）

症例

（疾患あり）

c
a

=ッズ症例が曝露していたオ

d
b

=ッズ対照が曝露していたオ

患者対照研究のオッズ比（続き）

dc曝露の既往なし

ba曝露の既往あり

対照

（疾患なし）

症例

（疾患あり）

ッズ対照が曝露していたオ

ッズ症例が曝露していたオ
=OR

bc
ad

d
b

c
a

==



疫学概論 オッズ比

S.Harano,MD,PhD,MPH 4

曝露した対照曝露していない症例

曝露していない対照曝露した症例

オッズ比

×
×

=

= Product Ratio

分母と分子を間違わないこと！

• オッズ比は、コゥホート研究でも患者
対照研究でも算定できる。

• 相対危険度はコゥホート研究でのみ
算定できる。

オッズ比が相対危険度に近似するには

1. 研究対象の「症例」が、症例を抽出し曝
露の既往があった集団で疾患を持つす
べての人々を代表しているとき

2. 研究対象の「対照」が、症例を抽出し曝
露の既往があった集団で疾患を持たな
いすべての人々を代表しているとき

3. 研究された疾患がまれなものではないと
き
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オッズ比が相対危険度に近似するには

もし疾患の罹患率が低ければ

a+b ≒ b
さらに

c+d ≒ d

オッズ比が相対危険度に近似するには

もし疾患の罹患率が低ければ

OR
bc
ad

d
c
b
a

dc
c

ba
a

RR ==≅

+

+=

オッズ比が相対危険度に近似する例

10,0009900100曝露なし

10,0009800200曝露あり

疾患なし疾患あり

2
10000

100
10000

200
==相対危険度

01.2
9800100
9900200

=
×
×

=オッズ比
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オッズ比が相対危険度に近似しない例

1007525曝露なし

1005050曝露あり

疾患なし疾患あり

2
100

25
100

50
==相対危険度

3
5025
7550

=
×
×

=オッズ比

オッズ比の解釈
• OR = 1

–曝露は疾患に関係していない。
（関連なし）

• OR > 1
–曝露は疾患と正の関係がある。

（正の関連？原因的）

• OR < 1
–曝露は疾患と負の関係がある。

（負の関連？保護的）


